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本校の現状と今後について（アンケート）

集計結果(Ver1.2)
平成２３年９月１日

このアンケートは，職員会議（７月 19 日）で配付し，教職員 57 名【１学年に所属する職

員 15 名，２学年 15 名，３学年 14 名，無学年（含事務室）13 名】の回答を得ることができた。

この資料は，集計結果をまとめたものである。
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１は，本校生徒が生き生きと充実した学校生活を送っているかを

問うたものだが，職員の約 60%が，「そう思う」，「ややそう思う」

と答えている。この資料からだけでは読み取れないが，「そう思う」，

「ややそう思う」と答えている割合を職員の所属する学年別にみる

と，１学年 80％，２学年 40％，３学年 57％，無学年 67％という結

果であった。

非常に大切な問いと考える。60％を高いとみるか，低いとみるか。

２ 生徒は，授業に意欲的に

取り組んでいる
３ 生徒は，学習習慣が

身についている。

４ 生徒の学力は向上

している。

５ 生徒は，学校行事に積極的に

参加している。

６ 生徒は，部活動に充実感を

感じている。
５の本校生徒が学校行事に

積極的に参加しているかに対

して，「そう思う」，「ややそ

う思う」と回答したのは，職員

の約 40％である。また，６の

部活動に充実感を感じている

かに対して，「そう思う」，「や

やそう思う」と回答したのは

約 52 ％と，他の問いに比べて

高い割合となっている。

今後は，学校行事に積極的に

参加する生徒をさらに育成し

ていくことが課題である。

２～４は，生徒の学習・学力についての問いである。

職員のほとんどが，本校生徒の学習習慣は身についていないと考えている。

生徒が授業に意欲的に取り組んでいるかに対しては，職員の 25％が，「ややそう思う」と答えており，

１学年の職員にいたっては，約 50％が「そう思う」，「ややそう思う」と答えている。

学力が向上したかに対して，職員の 30％が，「ややそう思う」と答えている。

今後，本校生徒にいかに学習習慣を身につけさせるか，大きな課題の一つである。

１ 生徒は，生き生きと学校生活を送っている。
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７ 生徒は進路実現の

ため努力している。

８ 生徒は，身の周りにある危険に

注意をはらって生活している。
７の進路意識（進路実現に向け

た努力）については，「ややそう

思う」が 32.1％と低く，８の危機

意識については，「そう思う」，

「ややそう思う」が約 20％と，さ

らに低い結果となっている。

今後，生徒の危険予知能力，危

険回避能力を育むとともに，進路

指導部，学年が連携して，生徒の

進路意識を高めていくことが重

要な課題といえる。

９ 本校職員は，生徒一人一人

をよく理解するように努めて

いる。

10 本校は，教材や指導方法

を工夫し，わかりやすい授

業を行っている。

９の生徒理解及び10のわかりや

すい授業の実施については，ほと

んどの職員が，「そう思う」，「や

やそう思う」と回答している。

確かに，本校の先生方は，生徒の

実態を把握し，それにあわせた授

業内容を研究し，工夫して授業を

展開している。ここで，矢切，秋山

ともに実施してこなかった，生徒

による授業評価を松戸向陽で行っ

てみてはどうか。職員の思いと生

徒の思いが結びつけば，あるいは

結びつく努力を重ねていけば，す

ばらしい学校になるはずである。

11～14 は，生活指導に関す

る問いである。所属する学年

により若干のちがいはあるも

のの，ほとんどの職員が，本

校では，ルール・マナーを守

る指導，整容指導，遅刻指導

を行っていると考えているこ

とがわかる。

また，本校は生徒が相談し

やすい雰囲気があるかには，

職員の 80％が「そう思う」，

「ややそう思う」と回答して

いる。今後もさらに，生徒一

人一人に向き合う相談活動を

行っていくことのできる学校

でありたいと考える。

11 本校は，ルール・マナーを守

る指導をしっかり行っている。
12 本校は，服装・頭髪等の整容指

導をしっかり行っている。

13 本校は，遅刻指導をしっかり

行っている。

14 本校は，生徒が相談しやすい

雰囲気がある。
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６の問いで，職員の半数以上が本校生徒は部活動に充実感を感じていると答えていた。15 は，本校の

部活動は活発かというものだが，職員の約 25％が「そう思う」，「ややそう思う」と答えている。職員

の所属する学年によりばらつきがでており，１学年は，約 50％の職員が「ややそう思う」と回答。２学

年は約 30％が「そう思う」，「ややそう思う」と回答し，３学年は，「あまり思わない」，「思わない」

が 100％であった。

職員の約 90％が，本校は環境美化に努めていると考えており，約 80％が保護者に対して情報発信して

いると答えている。

これらのことから，本校はまだ，部活が活発とはいえないが（昨年度に比べれば活発になっているが），

加入している生徒は充実感をもって活動している。部活動の活性化に関する問いは⑶の記述式で回答し

てもらっている。

校内環境美化，保護者・地域への情報発信に関しては，おおむね達成できているといえる。

地域に信頼される学校に関しては，実際に保護者・地域にアンケートをとらないとなんともいえない

が，「そう思う」と回答した職員は０％，「ややそう思う」が42という結果であった，今後，学校とし

て，このパーセンテージが高くなるような努力をしていかなければならない，

15 本校の部活動は活発である。 16 本校は，校内の環境美化に取り組んでいる。

17 本校は，校内の情報を積極的

に保護者に伝えている。

18 本校は，地域に愛され，信頼

される学校である。


